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第
一
節
　
明
治
八
年
四
月
、
台
湾
征
討
が
終
結
す
る
に
及
ん
で
、
長
崎
病
院
の
建
物
等
一
切
が
長
崎
県
の
所
轄
に
帰
し
、
同
月
三
十
一
日
、
吉
田
健
康
は
長
崎
県
訂
り
長
崎
病
院
雇
医
を
申
付
け
ら
れ
た
が
、
更
に
医
学
再
興
の
議
が
起
り
、
三
箇
年
間
、
特
に
政
府
の
補
助
を
仰
い
だ
。
そ
し
て
五
月
一
日
、
長
崎
県
令
宮
川
房
之
は
レ
ウ
エ
ン
ミ
・
溶
OQ
’
甲
く
四
口
い
O
O
¢
白
O
b
＜
の
β
U
三
く
震
げ
O
α
O
と
約
定
書
を
認
め
、
レ
ウ
エ
ン
は
明
治
八
年
五
月
一
日
よ
り
同
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
十
三
日
ま
で
長
崎
病
院
並
び
に
医
学
校
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
五
月
十
四
日
、
吉
田
健
康
が
長
崎
病
院
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
長
崎
病
院
の
整
備
が
始
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
政
府
は
四
月
八
日
、
「
悪
病
流
行
ノ
節
貧
民
治
療
概
則
」
を
全
国
に
通
達
し
、
四
月
十
四
日
、
立
憲
政
体
の
詔
書
を
公
布
し
た
が
、
更
に
五
月
十
四
日
、
医
制
を
改
正
し
て
三
府
に
達
し
、
六
月
二
十
八
日
、
衛
生
行
政
事
務
を
内
務
省
に
移
管
し
た
。
七
月
四
日
、
内
務
省
に
第
七
局
を
設
置
し
、
衛
生
事
務
を
所
管
し
た
が
、
　
　
　
　
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
長
崎
病
院
と
医
学
の
再
興
第
七
局
は
十
七
日
に
至
っ
て
、
衛
生
局
と
改
称
さ
れ
、
庶
務
．
製
表
・
売
薬
・
種
痘
・
出
納
の
五
課
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
衛
生
行
政
の
整
備
は
偏
に
長
与
専
斎
の
尽
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
　
さ
て
、
再
び
長
崎
に
目
を
移
そ
う
。
　
十
月
一
日
、
レ
ウ
エ
ン
は
長
崎
県
令
宮
川
房
之
に
約
定
書
を
送
っ
た
。
こ
れ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
領
事
マ
ル
ク
ス
・
フ
ロ
ウ
ル
ス
が
署
名
し
た
。
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
レ
ウ
エ
ン
は
明
治
九
年
二
月
十
三
日
よ
り
同
十
二
年
二
月
十
三
日
ま
で
三
年
間
、
長
崎
病
院
並
び
に
医
学
校
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
家
賃
は
一
ヶ
月
、
三
十
円
、
月
給
は
三
百
円
で
あ
っ
た
。
十
月
十
三
日
付
、
フ
ロ
ゥ
ル
ス
の
文
書
が
あ
る
の
で
、
次
に
掲
げ
よ
う
。
　
　
　
於
長
崎
荷
蘭
領
事
館
　
　
　
千
八
百
七
十
五
年
十
月
十
三
日
一277一
　
　
　
　
第
一
節
　
長
崎
病
院
と
医
学
の
再
興
　
本
月
一
日
御
掛
合
相
成
候
医
師
フ
ァ
ソ
レ
ー
ウ
ヱ
ン
ド
イ
フ
ヱ
ソ
ホ
ー
　
テ
ト
貴
県
ト
ノ
約
定
書
工
名
記
捺
印
ノ
上
相
送
致
候
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
キ
ュ
ス
　
フ
ロ
ウ
ル
ス
　
　
　
長
崎
県
令
　
宮
川
房
之
貴
下
　
十
一
月
三
十
日
に
は
政
府
は
府
県
職
制
及
び
事
務
章
程
を
設
け
、
県
治
条
例
を
廃
し
て
地
方
行
政
を
整
備
し
た
が
、
十
二
月
上
旬
、
長
崎
県
令
宮
川
房
之
と
文
部
省
学
務
課
長
九
鬼
隆
一
は
文
書
を
往
復
し
、
東
京
医
学
校
備
品
人
工
躰
を
長
崎
病
院
に
譲
渡
す
る
た
め
代
価
に
つ
き
交
渉
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
宮
川
房
之
の
回
答
は
十
二
月
十
一
日
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
長
谷
川
泰
の
東
京
医
学
校
に
寄
贈
し
た
長
崎
医
学
校
の
備
品
を
買
戻
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
吉
田
健
康
の
医
学
再
興
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
人
工
躰
の
問
題
は
更
に
翌
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
十
六
日
よ
り
長
崎
県
で
審
議
し
、
三
月
三
日
、
文
部
省
と
の
問
に
交
渉
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
　
　
文
部
省
学
務
課
長
江
御
再
答
案
　
客
冬
十
二
月
十
一
日
附
ヲ
以
東
京
医
学
校
備
品
人
工
躰
譲
渡
之
義
二
付
　
代
価
等
承
知
致
し
度
旨
御
回
答
労
申
進
候
処
右
ハ
小
ノ
分
壱
具
附
属
品
　
共
代
価
金
弐
百
円
ニ
テ
譲
渡
可
相
成
尤
現
品
授
受
且
代
価
納
付
等
之
手
順
ハ
総
テ
直
二
該
校
江
可
懸
合
旨
御
再
披
之
趣
致
承
知
候
不
日
受
取
方
之
手
続
同
校
江
掛
合
候
様
可
致
候
此
段
再
度
及
御
回
答
候
也
　
　
　
　
　
　
三
（
朱
）
　
　
明
治
九
年
二
月
三
日
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
　
宮
川
房
之
　
　
　
文
部
省
学
務
課
長
　
　
　
　
　
九
鬼
隆
一
殿
（
・
明
治
碧
管
務
課
霧
簿
」
）
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